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●発行●
日本ハンドボールリーグ機構
　　　　会長　多田　博
東京都渋谷区神南1-1-1
電話　03-3481-2494

大同、オムロンのＶ３を阻むのはどのチームか
〜混戦必至！　第38回日本ハンドボールリーグ〜

　日本ハンドボール界の最高峰、第38回日本ハンドボールリー
グがいよいよ開幕を迎える。
　８月31日・石川での北國銀行−三重バイオレットアイリス戦
を皮切りに、２月末までのロングランがスタートする。今年は
女子に新しく飛騨高山ブラックブルズ岐阜が参戦し、７チーム
での戦いになった。また、女子はプレーオフ進出は上位３チー
ムまでだったが、今期から男子と同じく上位４チームが進むこ
とになった。男女ともに３月８日に駒沢体育館で準決勝を、そ
の勝者が９日に決勝を戦う。レギュラーシーズンは男子２回戦、
女子３回戦総当たりで行われる。ほぼ毎週試合が続く日程だが、
男子は来年１月に第16回アジア選手権（開催地未定）、女子は
12月に第21回世界選手権（セルビア）の開催を控えており、そ
れぞれ約２ヵ月のブレイク期間を設けている。
　男子で注目が集まるのはやはりプレーオフ争いだろう。初と
なる４位からのプレーオフ優勝で２連覇を達成した大同特殊鋼
をはじめ、悲願の初優勝を狙うトヨタ車体、リベンジに燃える
大崎電気、伝統チーム・湧永製薬の前回上位４チームと、補強
で層を厚くした琉球コラソン、新体制で３大会ぶりの出場をめ
ざすトヨタ紡織九州が絡んでくる。さらに、７月の全日本社会
人選手権で３位に入った豊田合成もこの争いに加わりそうだ。
例年以上に激しく、見応えあるシーズンになるだろう。北陸電
力、トヨタ自動車東日本はともに前回は１勝どまり。今期はワ
ンランク上の結果を残したいところだ。
　女子では、社会人選手権で好スタートを切ったオムロンが一
歩リードする。広島メイプルレッズ、北國銀行ともに多くの主
力が引退したため、若返りは必至。社会人選手権で出遅れ、リ
ーグで巻き返しを狙うソニーセミコンダクタ、即戦力が加入し
た三重バイオレットアイリスまでがプレーオフ行きの切符を争
うことになりそうだ。前回全敗のＨＣ名古屋は、まずは勝ち星
を狙う。初参戦となる飛騨高山の初陣は９月７日。どんな戦い
をみせてくれるだろうか。
　今シーズンの幕開けとなる社会人選手権では男子・大同、女
子・オムロンが優勝しているが、上位陣の差は紙一重。またレ
ギュラーシーズンとプレーオフでは雰囲気、戦い方は全くの別
物になる。果たして、来年３月９日にトロフィーを掲げている
チームはどこになるか。

㊤好スタートを切り、３連覇へ挑む大同特殊鋼・高景洙
㊦攻守でチームをけん引するオムロン・東濱

第１週の日程

８月31日（土）

石川 小松総合体育館（ＪＲ北陸本線小松駅徒歩20分） 13：00〜（女）北 國 銀 行 × 三重バイオレットアイリス

広島 中区スポーツセンター（広電広電本社前駅徒歩３分） 14：00〜（女）広島メイプルレッズ ×ソニーセミコンダクタ

熊本 山鹿市総合体育館（九州産交バス「山鹿バスセンター」より車10分）14：00〜（女）オ ム ロ ン ×Ｈ Ｃ 名 古 屋
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　レギュラーシーズン４位からプレーオフを制す劇的な逆
転劇を演じた昨シーズン。途中加入してプレーオフで活躍
した高景洙へのマークは厳しくなると予想されるだけに、
今期は周囲の選手の活躍がより求められる。新キャプテン
の地引を筆頭に、勝ち方を知る武田や中堅の岸川、野村ら
がどれだけチームを引っ張れるか。昨期MVPの守護神・
久保（侑）の安定感はリーグでもトップクラス。後方から
チームを支える。昨期はスタートダッシュに失敗して最後
まで苦しんだ。その反省を活かし、今期は好スタートを切
りたいところ。

大 同 特 殊 鋼
　昨期は４大大会ですべて２位と、あと一歩タイトルに届
かなかった車体だが、酒巻監督（前日本男子代表監督）が
復帰し新シーズンを迎える。さらに昨シーズン、デンマー
クに移籍した門山も復帰と、選手層は厚くなった。これに
加えて確かな成長を見せている石戸、攻守の柱・富田らで
悲願のプレーオフ優勝を狙う。長いシーズンを乗り切るた
めに、波の少ない戦いができるか。７月の全日本社会人選
手権では、車体らしさが出せず大同、大崎、合成に３連敗
で４位に終わった。リーグ開幕までに攻守の細かな修正が
求められる。

ト ヨ タ 車 体

38th 2013〜14 Season         TEAM PREVIEWS

　16戦全勝でレギュラーシーズンを駆け抜けながら、プ
レーオフ準決勝で大同に敗れた昨期の悔しさを晴らすべく、
チーム一丸でタイトル奪還をめざす。キャプテンには新た
に岩永が就任し、宮﨑、東長濱、信太、小澤、森ら豊富な
タレントに加え、即戦力ルーキーのＧＫ木村、植垣（健）
が加入と、さらに選手層は厚みを増した。全日本社会人選
手権では準優勝に終わったものの、アグレッシブな変則Ｄ
Ｆには安定感があった。選手層の厚さ、チーム戦術の浸透
具合からも、今シーズンこそ優勝奪還をなんとしても果た
したい。

大 崎 電 気
　エース谷村と新名がドイツへ期限付き移籍し、さらにケ
ガ人続出と苦しい台所事情で９月のリーグ開幕戦を迎える
ことになる。例年以上に厳しいシーズンが予想されるが、
歴史あるチームとしての意地を見せたいところ。カギは湧
永の生命線であるＤＦがどれだけ機能するか。６：０ＤＦ
の中央を守る新キャプテン今井、日本代表の成田と、経験
豊富な志水、松村のＧＫ陣との連携が合ってくれば、失点
はある程度抑えられるはず。攻撃陣は昨期で一皮向けた中
浦を軸に、チャンスを得た東江、経験豊富な佐藤らで粘り
強く得点を奪いたい。

湧 永 製 薬

　昨シーズンは悲願のプレーオフ出場こそ叶わなかったが、
終盤戦まで４位争いを演じ、過去最高の５位と、リーグ参
戦から年々力をつけている。今年は紡織から松信、湧永か
ら名嘉（伸）が加入し、層が厚くなった。「松信と名嘉
（伸）の移籍組が、もっとチームに馴染んでくれば大きな
力になる」と東長濱監督が話すように、２人にかかる期待
は大きい。チームのベースは昨期から変わらず、運動量豊
富な３：３ＤＦ。攻守の柱・東長濱、守護神・石田を中心
に失点を30点以内に抑えられれば、昨期届かなかったプ
レーオフの舞台も見えてくるはずだ。

琉 球 コ ラ ソ ン
　新たに白倉監督が就任し、新キャプテンに海道と新体制
で３大会ぶりのプレーオフ出場を狙う。アップテンポな試
合展開が持ち味なだけに、シーズンをとおして安定して得
点が取れる選手がほしいところ。チームの得点源に成長し
た左腕・鈴木（済）とリーグ屈指の左サイド・村上（秀）
の両サイドがいかに高確率でシュートを決められるかがポ
イントになるだろう。また呉相民がコーチ兼任から選手に
専念したことで、キレを取り戻しているのも好材料だ。若
手ＧＫ下野、ＤＦで中央を守る新人・野田らのフレッシュ
な活躍にも注目だ。

トヨタ紡織九州

　今期の合成は７月の全日本社会人選手権で湧永、車体を
破って過去最高の３位入賞と、上昇ムードにあふれている。
選手とともに畠中監督がこれまで積み上げてきたものにプ
ラスして、今期から就任した吉村コーチの存在も大きな刺
激になっている。彼の意識づけや戦術の方向性が徐々に浸
透することで上位陣にも負けない、勝てるチームになりつ
つある。組織的なプレーだけでなく、個人技に優れた司令
塔・野田、左腕エース・今村の存在も心強い。社会人選手
権で得た自信を胸に、好調をキープしてスタートダッシュ
が切れれば、４位以内も充分可能だ。

豊 田 合 成
　第37回大会では２シーズンぶりに白星を獲得して連敗
を32でストップし、４期連続の最下位を免れた。今期、
長年チームを引っ張ってきたポストの落合が引退したのは
大きな痛手だが、その穴を埋める２年目の小川の働きが期
待される。ケガも癒え、神田監督は「走力がある」と落合
とは違った小川のストロングポイントを活かしたいと話す。
またチームの主力にはベテランが多く、神田監督を采配に
専念させるためにも、若手の奮起が必要になる。切れ込ん
でいくプレーが得意なルーキー池上や、成長著しい瀬戸な
ど攻撃面では新しい顔が見られるシーズンになりそうだ。

北 陸 電 力
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　初参戦した昨期は北陸電力からうれしい１勝をあげたも
のの、勝ち星を伸ばせず最下位でシーズンを終えた。巻き
返したい今期は即戦力として期待される３人が加入し、チ
ームの層が厚くなった。全日本社会人選手権ではそれぞれ
にチャンスを与えチーム内の競争を促した中川監督。出番
を得た新人３人がともに結果を残し、中川監督に大きくア
ピールした。とくにセンターを任された玉井は小柄ながら
も積極性が光り、得点を量産した。この新人たちがチーム
をけん引する上野、吉田、ＧＫ関口らとうまく融合すれば、
昨シーズン以上の成績が残せそうだ。

トヨタ自動車東日本
　国内大会３冠を達成した昨期から、今期はさらに上の４
冠をめざす。ＤＦの要だった金且妍、巻が引退したため、
ＤＦ面に不安があったが、７月の全日本社会人選手権で守
護神・藤間を軸に、試合を重ねるごとに安定感を増して優
勝したのは、大きな自信になっただろう。引退した２人に
代わってＤＦに入る永田、稲葉と周囲とのコンビネーショ
ンが向上すれば、さらにチームとしても安定していくはず。
攻撃陣はエース藤井、東濱に加え、ますます存在感を増す
司令塔・石立の日本代表トリオで盤石。ＤＦでも出場機会
を増やす稲葉らバックアッパーの成長も著しい。

オ ム ロ ン

　昨シーズンはプレーオフ決勝でオムロンに惜しくも敗れ
たが、女王復活へ大きくアピール。しかし新城、早川の両
翼に加え、優勝を知る守護神・堂面が引退してコーチに就
任したことで、今期は主力の顔ぶれが大きく変わらざるを
得なかった。まずは新キャプテン河田を中心に大前、もし
くは増田がトップに出る２種類の５：１ＤＦの完成度を高
めたいところ。シーズンの始まりを告げる全日本社会人選
手権で、２年目の高橋がスピードで大きなインパクトを残
したのは好材料だ。ケガで戦列を離れているポストの高山
が復帰すれば、ワンランク上のチームになれる。

広島メイプルレッズ
　マルチプレーヤーの小野澤、日本代表でもゴールを守っ
ていた田代、キャプテン若松とチームを支えたベテランが
揃って引退した。それでも、７月の全日本社会人選手権で
は多くのメンバーを入れ替えて臨み、準優勝と一定の結果
を残した。中でも、ベストセブンに選ばれたルーキーの横
嶋（彩）はカットイン、７ｍスローで大活躍。姉の横嶋
（か）とのコンビネーションも良好で、今期の大きな武器
になりそうだ。さらに塩田、鰍場、田邉など力のある若手
に勢いがある。その勢いに上町、小松らの経験をミックス
できれば、これまでとは違った北國が見られそうだ。

北 國 銀 行

　シーズン途中から左腕エース山野を欠いて、４位と苦し
んだ昨期。今シーズンは２年ぶりのプレーオフ行きをしっ
かりと確保したいところ。チームの精神的な支柱であるキ
ャプテン髙橋はもちろんのこと、古川、藤井らバックプレ
ーヤー陣の出来がカギになる。全日本社会人選手権では流
れに乗れず５位と出遅れただけに、日本リーグでは巻き返
したい。開幕戦は広島、２戦目は三重と社会人選手権と同
じ対戦相手なだけに、小薮監督はリベンジ、そして好スタ
ートを切りたいと燃えている。ソニー得意の走力を活かし
たハンドボールを展開し、開幕から流れに乗りたい。

ソニーセミコンダクタ
　攻守に活躍できる原、クレバーな左腕・池原、次世代の
守護神候補・山根と日本代表の３選手が揃って加入した三
重は、攻守で１段ずつレベルが上がった印象を受ける。こ
こ３シーズンはＨＣ名古屋からの勝利のみだが、７月の全
日本社会人選手権ではソニーに勝利して４位と、上々のシ
ーズンのスタートになった。この好調を維持して北國との
開幕戦に備える。今期は上位陣からの勝ち星も期待できそ
う。昨期とはひと味もふた味も違うところを見せたいとこ
ろだ。また、名古屋から加入した阪本の存在も大きく、ポ
ストの選手にいい刺激を与えそうだ。

三重バイオレットアイリス

　昨期は白星にあと一歩まで迫るも、15戦全敗で６期連
続の最下位に沈んだ。６人がチームを離れ、新たに７人が
加わって迎える今期は『当たる』『走る』『ふりほどく』
をテーマに「ディフェンス、速攻でオフェンシブにイメー
ジチェンジを図りたい」と意欲をみなぎらせる田中チーム
マネージャー。質を落とすことなく、ベンチ入りの16人
をフル活用してアグレッシブに動き回り、まずは第35回
大会途中から続いている連敗（38）に終止符を打ちたい
ところ。ＨＣ名古屋として再スタートしてから10年の節
目でこれまでの流れを大きく変えたい。

Ｈ Ｃ 名 古 屋
B

B

　今期から初参戦。チームの母体は、昨年の地元・岐阜国
体を目標に強化してきたＨＣ高山になるが、登録メンバー
13人中、半数以上の７人が新加入。新しい選手が多いだ
けに、連携をどこまで高められるかがポイントとなる。ま
た、ほかのチームに比べて、経験不足は否めず、初陣まで
不安な要素は多いが、キャプテンで、地元出身の池之端の
活躍に注目したい。苦しいシーズンが予想される中、山川
監督は「不安、期待、責任をこれまでの何倍も感じてい
る」と話し、「プレー面、メンタル面ともに弱い部分の底
上げを」とリーグで戦えるチームの土台作りを進めている。

飛騨高山ブラックブルズ岐阜
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男　子 勝 分 敗 勝点 得点 失点 差 女　子 勝 分 敗 勝点 得点 失点 差
① 大崎電気 16 0 0 32 547 413 134 ① オムロン 12 2 1 26 406 262 144
② トヨタ車体 14 0 2 28 525 409 116 ② 北國銀行 11 1 3 23 409 274 135
③ 湧永製薬 9 1 6 19 449 399 50 ③ 広島メイプルレッズ 11 1 3 23 425 331 94
④ 大同特殊鋼 8 1 7 17 438 402 36 ④ ソニーセミコンダクタ 6 0 9 12 343 312 31
⑤ 琉球コラソン 8 1 7 17 423 412 11 ⑤ 三重バイオレットアイリス 3 0 12 6 245 435 -190
⑥ トヨタ紡織九州 6 2 8 14 481 464 17 ⑥ ＨＣ名古屋 0 0 15 0 208 422 -214
⑦ 豊田合成 4 3 9 11 386 437 -51

※男子１〜４位、女子１〜３位はプレーオフの結果による。	
※男子④−⑤は対戦間得失点差、女子②−③は対戦間勝点による。⑧ 北陸電力 2 0 14 4 392 495 -103

⑨トヨタ自動車東日本 1 0 15 2 374 584 -210

レギュラーシーズン結果

第37回 日本リーグ表彰一覧

第37回 日本リーグ成績

選手・スタッフ登録情報
〈広島メイプルレッズ〉
№10　呉　相玉　1972.10.10 170㎝69㎏
　右　韓国東邦中→東邦高→鐘勲堂→イ
ズミ・広島メイプルレッズ→ヒポ・ニー
ダーエスタライヒ

日程変更
９月７日（土）埼玉県三郷市総合体育館
（変更前）14：00〜大崎電気−豊田合成
（変更後）15：00〜大崎電気−豊田合成

…日本リーグのホットな情報をどうぞ…
★ナマ情報をインターネットで画像とともに……★

○日本ハンドボールリーグの公式ホームページをご覧ください。
　    アドレス　 http://www.jhl.handball.jp/
          iモード版　http://www.jhl.handball.jp/i/

日本ハンドボールリーグ委員会
（TEL03-3481-2494・FAX03-3481-2367）

大 崎 電 気（通算１位）
大同特殊鋼（通算４位）
湧 永 製 薬（通算３位）
トヨタ車体（通算２位）

男子・プレーオフ成績

オ ム ロ ン（通算１位）
北 國 銀 行（通算２位）
広島メイプルレッズ（通算３位）

女子・プレーオフ成績
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27
16

21

15

23

27

19

22

21

優勝　大同特殊鋼
（２年連続16回目）

優勝　オムロン
（２年連続16回目）

〈男子順位〉
１位　大同特殊鋼
２位　トヨタ車体
３位　大崎電気
４位　湧永製薬

〈女子順位〉
１位　オムロン
２位　広島メイプルレッズ
３位　北國銀行

・最高殊勲選手賞　　　
・最優秀監督賞　　　　
・殊勲選手賞　　　　　
・最優秀選手賞
・ベストセブン賞

・ベストディフェンダー賞
・最優秀新人賞
・得点王
・フィールド得点賞	
・シュート率賞
・７mスロー得点賞
・シュート阻止率賞
・７mスロー阻止率賞

・フェアプレー賞

〈審判表彰〉
・最優秀レフェリー賞　　　
・優秀レフェリー賞

　　久保　侑生　（大同特殊鋼）　　　　　　　初　
　　末松　　誠　（大同特殊鋼）　　　　　　　初　
　　渡部　　仁　（トヨタ車体）　　　　　　　初
　　浦和　克行　（大崎電気）　　　　　　　　初　　
ＧＫ浦和　克行　（大崎電気）　　　　　　２回目
ＣＰ東長濱秀希　（大崎電気）　　　　　　３回目
　　東長濱秀作　（琉球コラソン）　　　　２回目
　　木切倉真一　（トヨタ車体）　　　　　　　初
　　富田　恭介　（トヨタ車体）　　　　　４回目
　　豊田　賢治　（大崎電気）　　　　　　５回目
　　村上　秀行　（トヨタ紡織九州）　　　５回目
　　富田　恭介　（トヨタ車体）　　　　　４回目
　　渡部　　仁　（トヨタ車体）
　　東長濱秀作　（琉球コラソン）　　 105点　初
　　上野　承太　（トヨタ自動車東日本）92点　初 
　　富田　恭介　（トヨタ車体）　　0.717　２回目
　　東長濱秀希　（大崎電気）　　　25点　３回目
　　甲斐　昭人　（トヨタ車体）　　0.439　　  初
　　志水　孝行　（湧永製薬）　　　0.429　  　初

湧永製薬	 86点/16試合（5.38点/試合）  　　９回目　

　　池渕　智一・檜﨑　　潔　　　　　　　・最優秀新人レフェリー賞　　　土橋　邦彦・清水　啓佑
　　該当者なし

　　石立真悠子　　（オムロン）　　　　　　　　　　初
　　黄　　慶泳　　（オムロン）　　　　　　　　６回目
　　宋　　海林　　（広島メイプルレッズ）　　　　　初
　　藤井　紫緒　　（オムロン）　　　　　　　　　　初
ＧＫ藤間かおり　　（オムロン）　　　　　　　　　　初
ＣＰ藤井　紫緒　　（オムロン）　　　　　　　　４回目
　　宋　　海林　　（広島メイプルレッズ）　　　　　初
　　高山　智恵　　（広島メイプルレッズ）　　　２回目
　　上町　史織　　（北國銀行）　　　　　　　　６回目
　　新城　明奈　　（広島メイプルレッズ）　　　２回目
　　八十島智美　　（北國銀行）　　　　　　　　　　初
　　小野澤香理　　（北國銀行）　　　　　　　　４回目
　　田邉　夕貴　　（北國銀行）
　　宋　　海林　　（広島メイプルレッズ）　 111点　初
　　高山　智恵　　（広島メイプルレッズ）　  83点　初
　　横嶋かおる　　（北國銀行）　　　　  0.847　３回目
　　上町　史織　　（北國銀行）　　　　　38点　３回目
　　藤間かおり　　（オムロン）　　　　　0.491　　　初
　　堂面　妙子　　（広島メイプルレッズ）0.391　４回目
　　南　　裕子　　（ソニーセミコンダクタ）0.391　　　初
北國銀行	 80点/15試合（5.33点/試合）　　　　　　　  初

〈 男 子 〉 〈 女 子 〉


